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平
成
二
十
四
年
十
月
十
一
日
（
木
）
晴 

い
ぢ
め
が
原
因
と
見
ら
る
ゝ
生
徒
の
自
殺
全
國
的
に
廣
が
り
を
見
す
。
生
徒
の
自
殺
發
覺
す
る
や
、

い
ぢ
め
た
る
と
目
せ
ら
る
ゝ
側
は
、
い
ぢ
め
に
非
ず
、
單
な
る
揶
揄
、
喧
嘩
に
過
ぎ
ず
と
主
張
し
、

學
校
側
は
い
ぢ
め
と
自
殺
と
の
因
果
關
係
證
明
不
可
能
を
理
由
に
、
他
の
個
人
的
惱
み
の
可
能
性
を

示
唆
す
。
「
死
人
に
口
な
し
」
眞
相
は
遂
に
明
ら
か
と
な
ら
ず
。 

問
題
に
思
ふ
は
、
い
ぢ
め
内
容
の
激
變
な
り
。
昔
よ
り
い
ぢ
め
の
存
在
は
言
ふ
に
及
ば
ざ
る
も
、

最
近
の
例
へ
ば
、
盜
み
、
萬
引
き
、
更
に
は
實
家
の
通
帳
よ
り
現
金
引
出
し
を
強
要
、
果
て
は
自
殺

へ
追
ひ
込
む
な
ど
、
曾
て
は
全
く
考
へ
の
外
に
あ
り
、
そ
の
世
代
に
育
ち
た
る
校
長
、
擔
任
の
先
生

の
想
像
を
絶
す
る
が
故
に
、
屡
々
對
應
を
誤
る
に
至
る
が
如
し
。 

こ
の
斷
絶
は
何
處
よ
り
來
れ
る
や
。
人
は
多
く
教
育
に
そ
の
根
源
を
見
ん
と
す
。
さ
れ
ど
、
世
は

擧
げ
て
弱
者
へ
の
配
慮
を
要
求
し
、
一
度
事
故
發
生
せ
ば
、
校
長
は
「
生
命
の
大
切
さ
を
教
ふ
」
と

強
調
す
る
を
常
と
す
る
な
ど
、
少
く
と
も
「
人
權
尊
重
」
の
教
育
往
時
に
比
ぶ
れ
ば
寧
ろ
強
化
こ
そ

せ
ら
る
れ
。
觀
ず
る
に
、
我
が
日
本
人
の
民
度
低
下
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。
最
早
「
極
く
少
數
の
例
外
」

と
片
附
く
る
能
は
ず
、
幼
兒
期
及
び
青
年
期
の
問
題
と
し
て
考
ふ
る
の
要
あ
り
。 

幼
兒
期
の
環
境
と
し
て
、
戰
前
の
三
世
代
同
居
よ
り
、
核
家
族
化
の
行
き
渡
る
中
、
ま
づ
慈
愛
を

受
く
る
人
數
の
減
少
あ
り
て
、
慈
悲
の
心
育
ち
難
し
。
是
、
歐
米
と
變
ら
ず
と
言
ふ
も
、
彼
の
地
に

て
は
、
永
年
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
文
化
的
の
補
助
手
段
を
通
じ
、
幼
兒
の
情
操
を
育
て
を
り
。
然
る
に

我
が
國
に
て
は
其
れ
等
の
準
備
な
き
ま
ま
、
且
つ
戰
災
に
よ
る
住
宅
難
、
法
律
に
よ
る
家
族
制
度
の

廢
止
な
ど
、
謂
は
ば
制
度
の
先
行
強
制
せ
ら
れ
、
文
化
的
成
熟
の
後
れ
の
放
置
あ
り
。
か
く
て
は
我

が
國
獨
特
の
育
兒
の
傳
承
も
行
は
れ
ず
、
若
き
兩
親
は
作
す
術
も
な
く
幼
兒
期
を
空
費
す
。
家
庭
内

の
幼
兒
虐
待
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
最
近
「
躾
の
た
め
」
と
稱
し
て
十
一
歳
の
我
が
子
を
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
て
打
擲
、
死
に
至
ら
し
む
る
あ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
た
曾
て
は
考
へ
の
外
に
あ
り
け
り
。 

青
年
期
に
あ
り
て
は
、
人
押
竝
べ
て
自
我
に
目
覺
む
る
と
共
に
、
生
意
氣
且
つ
腕
っ
節
も
人
一
倍

強
う
な
り
、
周
圍
扱
ひ
に
手
を
燒
く
に
至
る
。
か
か
る
時
に
人
徳
人
に
優
れ
た
る
師
、
有
能
の
先
輩

の
現
は
る
れ
ば
、
そ
の
教
化
忽
ち
に
顯
ら
か
に
、
篤
實
の
好
青
年
と
な
ら
む
。
是
中
等
教
育
の
極
意

に
し
て
、
明
治
政
府
之
を
理
解
し
て
中
等
學
校
の
整
備
に
當
り
て
は
、
教
師
の
育
成
に
努
め
、
昭
和

初
期
ほ
ぼ
そ
の
完
成
を
見
る
。
然
る
に
前
の
大
戰
に
敗
る
ゝ
や
、
連
合
國
夙
に
我
が
中
等
教
育
の
充

實
を
知
り
、
教
育
使
節
團
を
し
て
眞
っ
先
に
中
學
校
の
二
分
割
竝
び
に
下
級
中
學
の
義
務
教
育
化
を

勸
告
せ
し
む
。
か
く
て
學
校
數
激
増
し
、
漸
く
充
足
せ
る
教
員
、
忽
ち
に
不
足
す
。 

戰
後
の
變
革
固
よ
り
評
價
す
べ
き
點
尠
か
ら
ず
と
雖
も
、
右
の
二
件
は
我
が
國
文
化
の
崩
潰
へ
の

契
機
と
な
り
た
る
を
疑
は
ず
。
「
文
化
の
創
造
」
と
大
い
に
喧
傳
せ
ら
る
ゝ
も
、
そ
の
前
提
に
傳
承

の
あ
る
を
忘
る
。
昨
年
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
か
か
る
折
に
は
殆
ど
世
界
共
通
な
る
、
打
ち
壞
し
、

掠
奪
の
類
全
く
發
生
を
見
ず
、
海
外
よ
り
日
本
の
文
化
に
賞
贊
の
聲
上
り
た
る
も
、
次
世
代
に
此
の

文
化
傳
は
ら
ざ
れ
ば
、
是
も
掉
尾
の
美
談
に
終
ら
む
。 


